
1

-北広島団地内小学校の新たな適正配置住民説明会

と き 平成 19 年 8 月 7 日（火）

ところ 緑陽小学校 体育館

じかん 19：00～21：45

参加者 18 名

事務局 教育長 白崎 三千年

管理部長 小菅 敏博

教育施策推進担当参事 工藤 正

主査 川合 隆典

主事 木村 洋一郎
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■ 開 会 19：00～ 進行司会 小菅部長

■ 教育長挨拶 19：00～19：10

北広島市立小学校の適正規模の答申の経過説明及び本日の説明会の主旨説明

■ 適正規模に関する中間答申の説明 19：10～19：45

工藤参事から、パワーポイントを使用し、別紙資料により説明

■ 参加者からの意見、質問 19：45～21：45

事務局 それではこれから質疑応答に入らせて頂きます。

住 民 最短で何年度に統合はされるのですか。あと合併後、緑陽小学校はどうなるのか

お聞きします。

事務局 いつ頃統合するのかというお話でしたが、8 月 1 日から団地の 4 小学校の校区ごと

に、説明会をスタートしたところであります。1 日が広葉小学校、2 日が若葉小学校、

今日は緑陽小学校、明日は高台小学校ということで、明日までは保護者の皆さまへ

の 1 回目の説明会が、16 日からは地域の方々への説明会を予定しております。その

あと 23・24 日になると思いますが、就学前のお子さんをお持ちの保護者の皆さんを

対象とした説明会を開催する予定でいます。まずは保護者の皆さんへ説明をして、

一定の理解を得られましたら、両校を合併して新たな学校をつくるということであ

りますから、学校名をどうするかということを含めて、スケジュールやいろいろな

課題の整理に取り組んでまいりますが、まずは保護者の皆さんのご理解を得るとい

うことが最優先であります。理解を得られましたら、スケジュールやどういう流れ

で進めるかということを説明させていただいて、進めていきたいと思います。まず
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は 1 回目の説明会をさせていただき、皆さんの意見やご質問にお答えしていくとい

う状態でありますので、現在スケジュールについてはお答えできる状態にありませ

んので、ご理解をいただきたいと思います。

空き校舎の利用については、議会でも統合についてのご質問はいただいておりま

す。まずは皆さまの理解をいただかなければ、次のスケジュールに入るわけにはい

きません。教育委員会としては教育環境を整備するという、教育的な観点から皆さ

まに説明をさせていただいておりますので、空き校舎の利用については今後の検討

課題ということになっていくと思います。

住 民 議会といわれていますが、どういうことで話題になっているのですか。この間説

明会のことが新聞に載っていましたが、広葉小学校で反対意見が出ているとありま

した。それについて単なる説明会をやったから、住民や保護者の理解を得られたか

ら、統合をするということを考えられるのか、その辺をお聞かせいただきたい。

いま住民の説明をしないと言えないと仰いましたが、案を含めて言っていただか

ないと、わたし達も説明会で話を聞いても、はいということにはなりませんので、

その辺は突っ込んだ話をしていただきたい。

事務局 説明会の意味はということですが、平成 17 年 6 月から 1 年半をかけて、審議会で

審議をされ、教育委員会で答申をいただきました。その答申を受けまして、教育委

員会会議の中で検討されました。検討された会議の中で基本方針が立てられ、7 月

23 日に教育委員会で方向付けがされました。我々としてはこれだけの時間をかけ検

討され、方向付けがされましたので、その方向付けに沿って皆さまにご理解をいた

だくということで、説明会をさせていただいております。決定されたものを押し付

けに来たということではなく、審議会の答申、教育委員会会議での方向性は重く受

け止めまして、ご理解をいただくために来ております。

空き校舎の利用については、教育委員会で何か案を持っているのではというお話

でありましたが、学校というのは、市の財産の中でも教育財産という位置付けにな

っています。もっぱら学校に使うための財産ということですから、教育委員会が管

理をしながら、ここでいえば緑陽小学校の児童の教育的施設として活用しています。

学校の管理は教育委員会でしておりますが、仮の話をしてもいいのか分かりません

が、このまま進んだとしますと、市民の皆さまの意見を聞きながら、市全体で考え

ていく話だと思います。考えがあるのではという話でしたが、現状でいえば私ども

は一切ありません。

住 民 理解といわれるのですが、緑陽小学校は今日 20 人くらいですけれども、その 20

人に説明をしたから、理解を得られたということになるのでしょうか。それとも一
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人一人の保護者の方に、今回のことは賛成ですか、反対ですかということを聞いて、

理解とするのでしょうか。

事務局 私どもは皆さんと直接お会いしてお話をさせていただき、皆さまの意見を聞かせ

ていただき、進めていくということを基本としたいと思っています。今日は何かの

都合で来られなかった方もいると思います。最後に次回のお話もさせていただこう

と思っていますので、その中で一人でも多くの方に来ていただくようにＰＲをして

いきたいと思います。

住 民 中間答申の説明会は、他の学校でもたくさんの出席者はいなかったと聞いていま

す。審議会を傍聴したときに、教育委員会の方が各学校の保護者の方々に理解を得

られたので、中間答申を皆さんご理解いただけたということで、各学校の統合につ

いて話し合いましょうということを言ったのです。17 名の出席者の中で理解をしま

したとか、来られなかった保護者の方に対する理解とか、それほど大事な説明会だ

ったということの周知もないので、知らなかった人が多いのです。またこの程度の

人数で、同じように審議会で保護者の方の説明会で理解を得られました。統合して

くださいということでは困ります。その辺ははっきりと、どの程度が理解といって、

何が理解でないのか。どのように保護者の理解というものを理解しているのか、そ

れを言っていただかないと、私たちの方でどんなに疑問があっても、言うだけ言っ

て、しかし教育委員会の方で理解を得られましたと、また審議会の方で報告された

らたまりませんので、きちんと説明してください。

事務局 中間答申につきましては、適正規模について教育委員会として通学区域審議会か

ら答申をいただきました。通学区域審議会の考え方はこうです。これから進めてい

く中でご意見・ご要望等がありましたら、何でも出していただきたいというかたち

の中で、説明会を行った経緯があります。たしかに出席者は 8 回の総計で 170 名と

いう状況ではありました。そのなかで、いろいろなご意見をいただいております。

適正規模に関しては、一部適正規模に対して反対される方もおられましたが、適正

規模そのものについては、大きな異論がなかったということで理解をしております。

今回も同じように、重要な話だろうというご指摘がされております。今回は通学区

域審議会からの適正配置に関する答申を受けて、通学区域審議会では組み合わせは

決めておりますが、具体的な校名までには及んでいないということで、教育委員会

としてはそれを受けて検討して、今回の考え方を示しまして、それに対して説明会

を行ってきています。いない人を含めてどうするのかという部分につきましては、

なるべくスケジュールを合わせ、問題点やどういう意見があるということを皆さま

方と話し合いをしながら、理解を得ていきたい。
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住 民 言っていることは分かりますが、わたしは具体的なことを言っていただきたいの

です。そちらで審議会に住民の理解を得られましたと言ったら、どんどん進んでい

ってしまいますので、そこが重要だと前回の中間答申でも思ったのです。中間答申

は終わってしまったことなのでもういいのですが、やり方としてそれはいけない。

いまの教育委員会の説明会のやり方は、反対だと申し上げます。保護者の理解とい

うことについて、きちんと説明して欲しいのと、説明会を開きますという案内文章

が、あまりにもお粗末な気がします。一部保護者の中では、分かって来ているのか

もしれませんが、どの程度重要なのかということは一切書かれていませんし、尚且

ついまは夏休み中ですので、皆さんいろいろな所に行かれていて、日程的にまずい

のではないかというのが第一印象です。その辺はわたし達がお願いしたときからも

改善されていなくて、結局はわたし達の意見は蔑ろにされて終わってしまうのかと

不安に思っています。今回の説明会の周知に関しても理解ができませんし、やり方

がお願いしたとおりになっていないということで、そこをきちんと今後は改善して

やっていただきたいと思います。

住 民 周知に関しては、わたしも不安に思っています。8 月 7 日は何の日か、地域でどの

ような活動が行われているかご存知ですか。子ども会ではろうそく出せと 18～19 時

くらいまでやっているのです。親も付きますよね。わたしも何人かに今日の説明会

に行きませんかと言いましたが、そちらがあるので行けない方もいました。教育委

員会の方たちは、保護者の多くの方に理解をいただきたいと考えていらっしゃるそ

うですが、実際にはそういう日程になっていません。そこがとても不満です。

周知の仕方については前回もそうだったのですが、今回も託児をお願いしたので

す。託児があるという文章をなぜ周知文に一言書けなかったのでしょうか。その一

言があれば、小さい子どもをお持ちの方も、参加が出来たと思うのです。そこは一

昨年に説明会があったときにも、わたしはお話しているはずです。その後保護者の

方からも、託児をお願いしたいという要望が出ていますよね。要望が出ているにも

関わらずですから、今回は無視されたのだととても残念です。保護者のより多くの

理解を得られるためには、その辺のことも考えていただきたい。

事務局 周知の仕方については、できるだけ分かりやすくしたつもりではあります。今回

の保護者に対する経過としましては、教育委員会会議で最終的に考えを示したのが 7

月 23 日です。できるだけ早い段階で、保護者の皆さま方へお伝えしたいということ

で、24 日は終業式でしたので、子どもさんを通じて説明会のご案内をしました。教

育委員会としては、当初から考え方が出ましたら、できるだけ間を空けないかたち

で説明したいという考えを持っていました。日程につきましては、逆に夏休みの方
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が時間を取れるのではないかということもありました。たまたま教育委員会の日程

繰りで、8 月 7 日になってご指摘を受けた部分では、申し訳なかったと思います。4

校の保護者さんや地域の方々、未就学児童をお持ちの方々と、できるだけ短期間の

うちに説明会を行いたかったということでは、ご理解をいただきたいと思います。

託児については、説明会の中でも要望がありました。今日からお願いするかたち

で処置はしてあります。16 日以降につきましては、地域で説明会を行いますが、市

から町内会に回覧文章等をお願いするときには、1 日付けということで取り決めがあ

りますので、1 日付で地域の方々へ回覧文章は出させていただいております。あとは

広報がぎりぎり間に合うので、15 日の広報に 16 日以降の開催通知はさせていただい

ております。その前に就学前の方々については、教育委員会ですべて把握するとい

うことは不可能ですので、市内の幼稚園・保育園の方から保護者の方々への説明会

が終わった段階で、ご案内をするということで考えております。託児については、

今回はぎりぎり間に合ったのですが、23 日・24 日については行う予定で考えており

ますので、就学前児童の保護者に対する説明会の案内文には、その旨を付記して多

くの方に参加いただけるようにしたいと思います。

住 民 うちには未就学児童を含め 3 人います。本日の予定は 19 時から 21 時ということ

になっていますが、子どもが 3 人家に残るということは、危険を伴うのです。それ

で説明会に来られないお母さん方も、たくさんいるのです。前回の説明会でもでき

るだけ日中か、土日にしてもらえないかとお願いしたのですが、やはり平日の夜に

行われました。このような時間には、会社員は帰られません。当然主人は話を聞き

たくとも来られません。母親と父親の視点は違いますから、その辺はどのように考

えているのか。地域の説明会では、そこの地域に住んでいる方々の意見になります

ので、保護者の意見としては言い辛い部分があります。保護者の説明会では母親の

意見だけではなく、父親も来られるような時間に組んで欲しいというのが、保護者

の要望です。

事務局 日程についてのお話がありましたが、言われるようにそれぞれ家庭の事情もある

と思います。夏休みになぜやるのかという意見も聞いております。しかしまずは 1

日でも早くお知らせしたいということで、今回このような日程を組みました。これ

で終わりというわけではありません。土日・日中というお話がありましたので、質

問が終わった最後に、次回の日程については皆さんにお伺いしようと考えておりま

す。いつ頃の何時くらいが良いか、皆さんが出やすい日程にしたいという気持ちは

変わりません。託児の問題や、日程の配慮につきましては申し訳ないと思っており

ます。
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住 民 意見を述べさせていただきます。統合した場合 40 人学級ということですが、これ

は最低このくらいの規模でないと、授業やコミュニケーションが成り立ちませんと

いう、最低ラインということですね。しかし参観日などで 20 人台のクラスを見てみ

ますと、決して少な過ぎるという感じはしません。むしろ現状の教室を見てみると、

まだ多いのではないかと思います。賛成か反対かといわれればわたしは反対です。

児童が減っていくので統合しようという考えではなく、いまの両校の自然な地形を

残した教育環境や、少人数 20 人規模のクラスで、きめ細かい教育を維持するような

魅力をアピールする。そして札幌付近の地域から人を呼び込み、児童数を増やして

統合をせずに、むしろ増やしていただきたい。それくらいの気持ちを持って、やっ

ていったらいいのではないか。

もう 1 点は仮に統合をした場合、信号のない交差点などがあります。市の財政は

厳しいかもしれませんが、信号機の設置を含め、横断歩道に歩道橋を設置する等し

て、きちんと考えていただきたいと思います。

住 民 資料に校舎の選定について、高台小学校の方が職員室や教室の配置状況から、児

童の安全管理面及び教育活動面で勝っているとあります。安全管理とはどのように

考えられているのかお聞きしたい。

事務局 職員室については、教育委員会会議の中でもいろいろありました。外部からの進

入を考えたときには、1 階が有利だという考え方がでてきます。ただ現在市内の学校

状況というのは、常時施錠しています。通学時と下校時については、開放されてい

ることから、それについては先生方の方で管理をします。外部からに対する管理の

部分については、いまのところそんなに差が認められないのではないかと考えてい

ます。管理の面を強調するわけではありませんが、比較ということで考えていただ

けたら良いと思いますが、学校内の児童の安全管理という部分について、現況の中

で考えたという経過がございます。一概にどちらがよいということは言えませんが、

配置等を含めて考えた場合、高台小学校の場合は職員室が 2 階にありますが、校舎

の中で片側に教室が並び、真中に廊下があります。子ども達の行き来を緑陽小学校

と比べた場合、児童の学校内での管理は、比較的勝っているのではないかというこ

とであります。

住 民 皆さん反対をしているか賛成をしているか知りたいのです。物理的に説明会に全

員が出るのは無理です。仕事をしているので、この時間は出られますが、日中には

出られません。いろいろな方がいるので、全員というのは無理です。しかし皆さん

がこの件について、賛成か反対かということは知りたいです。具体的な方法として

は、アンケートをするという方法があると思いますが、教育委員会として統合に関
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して、今のところは緑陽小学校の在校生の保護者を対象にしてということになりま

すが、反対か賛成かのアンケートをしていただき、その結果を公表するということ

は可能なのでしょうか。小学校がなくなるのは寂しいですが、人数的に無理だとは

思っていますので、立場的に賛成といえば賛成ですが、先ほどのように反対の意見

もあると思います。どのくらいの程度でいらっしゃるのか興味があるところですし、

そういうところの数字を出すことは可能でしょうか。

事務局 アンケートを取るという方法もあるのかもしれませんが、審議会での答申内容、

教育委員会会議で審議がされ、一定の方向付けがされているという内容を重く受け

止めております。まず皆さんと顔を合わせながら説明をさせていただき、じかに皆

さんのお話を聞くという考え方で進めていきたいと思います。皆さんが一緒に出る

というのは、難しいことだと考えています。今回私どもが日程を調整しお集まりい

ただきましたが、先ほど日程のことについては何人かの意見をいただきましたので、

出来る限り出ていただけるように、次回についてセットをしていきたいと考えてお

ります。直接話を聞かせてください。その中でわたし達に説明をさせてください。

住 民 話をさせてくださいという話ですが、どうやって分かったという判断をされるの

か。いま言ったアンケートというのは、数ですよね。一番わかりやすい方法だと思

います。理解していただくということは、顔を見て話をして、目を見て分かったと

いうことにはならないと思います。教育委員会の意見については反対です。皆さん

に聞いてみないと分かりませんが、反対だと思っています。

比較のお話をすると、高台小学校ありきのこじ付けの話しか書いていないのです

よね。グラウンドであれば高低差の話をしていますが、高台小学校の高低差と比べ

たら、高低差といえるのかというくらいのものですよね。安全面の話ですが、学校

面の安全面については、職員室が中にあったらよいということですが、それよりい

まは外部の人間をどうするかということが大切ですよね。いまの世の中はどんな人

間がいるか分からない状態ですから、学校の中だけではなく、入り口の出入りする

ところが一番重要だと思います。それを高台小学校が 2 階にあって、子ども達のこ

とをよく見られるから、それでいいのだというような書き方に見えてならない。本

当にそれで安全面は守られるのか。比較の事を言い出したら、正反対です。非常に

憤慨しています。先ほど言った保護者や地域の人に対して、どういうプロセスで、

誰が最終的な判断をして統合や校舎を決めるのかはっきりとしていかないと、これ

は避けていけない問題だと思うのです。

住 民 高台小学校の 1 年生の教室の位置についてお伺いします。2 年前までは、1 年生の

教室のみは 1 階にあったのです。他の学年はすべて 2 階にありました。本州で登校
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時に校門前で、女の子が刺されて重症になった事件がありましたよね。外部犯が窓

ガラスを割って入ってきたときに、セキュリティはどうなるのでしょうか。職員室

の 2 階から 1 階まで走ってくる場合に、刃物を持った犯人であれば、容易に担任教

師以外の児童を殺傷することは出来ると思いますが、その辺のことをお答えくださ

い。

住 民 比較論として教室数は 21 教室と 17 教室となっていますが、緑陽小学校は前に地

域の方が使えるような部屋をつくったと思います。保護者に説明してつくることは

なかったと思いますが、こういう比較論になると、そういう部屋をつくらなければ、

逆転をしていたのではないかと思うのです。17 教室だからだめ、21 教室だから良い

ということにはならないと思うのですが、地域の方が交流をする部屋というのは、

どういう経緯でつくられたのかお聞かせください。

事務局 地域交流室については、当時教育委員会にはいなかったので、違っているところ

があるかもしれませんが、わたし達が聞いている話では、余裕教室があるというこ

とと、住民の方から住民集会場と住民センターだけでは、使いたい時に使えないと

いうことで要請がありまして、地域が使えるように、地域と学校が触れ合えるよう

に改修したと聞いております。調べてみないとはっきりとしたことは言えませんが、

地域に開放していますが、子どもも当然使えるということで、子どもと地域が関わ

りを持つようなものでも使えるということで、整備をされたということであります。

高台小学校ありきの話ではないかというお話ですが、最終的に私どもが高台小学

校という方向付けはしましたが、審議会での経過、教育委員会会議の経過、少なく

とも 2 校を 1 校にという、方向付けがなされました。ここに書いてある以外も、い

ろいろ細かいところについて出ておりまして、これだけではないということで理解

をしていただきたいと思います。グラウンドの状況を確認したりしながら検討をし

た結果、2 校を統合した場合、どちらかというと中心に近いところ。また通学距離に

ついては、文部省では 4km 以上を遠距離通学という方向付けがあるのですが、私ど

もは少なくとも団地の中は、2km 以内の通学距離という考え方をしております。4

校を 1 校にということで、学級数や規模的には対応可能ですが、子どもさんや保護

者の皆さんの安全面での不安・負担を大きくしないために、4 校を 2 校にするという

方向付けがされています。少なくとも通学距離にあまり負荷がかからないというこ

とと、高台小学校の方がどちらかというと中心に近いということも、大きな要素の

一つであります。ただそれだけではありませんので、ご理解をいただきたいと思い

ます。

高台小学校の 1 年生の学級は、今年度については 1 階にあります。外部からの進

入に対しては、突発的な部分について完璧に防ぐということは、ここで断言するこ



9

とはできません。ただ非常時の対応ということで、学校の中で各々危機管理マニュ

アルというものをつくっておりまして、その対応においてやりようがない部分につ

いては、訓練等を含めてやっているということであります。

住 民 学校からの手紙を見て、家の子どもは泣きながら行きました。そして学校から手

紙を持たされ、夏休みに入りました。この気持ちというのは、誰が受け止めてくれ

るのか聞きたいです。広報ではこのような話が進んでいますとありますが、日時も

何も載っていません。わたしは班長ですので、町内に配りました。重複してもいい

と思うのです。なるべく皆の目に触れるようにするべきだと思います。

通学路ですが、これは決定ですか。先ほどから 2km 以内と仰っていますが、ここ

は高低差がありまして、平坦なところとの 2km とは違います。今であっても子ども

は 20 分で着けませんし、高学年になればなるほど荷物が増えます。授業が 40 分し

かない中で、40 分以上の通学時間を要するようになると、誰が見てくれるのか。わ

たし達が通うのではないのです。何か理由があって行きたくないということになっ

たら、誰が相談に乗ってくれるのですか。教育委員会の方で最終的には相談に乗っ

てくださるのだと思いますが、今回のような説明会のやり方というのは、とても不

安です。ママお願いねといって、子ども達に送り出されました。合併するに当たり、

スケジュールとは言いませんが、どのような進め方をするのかということをもう少

しやさしく提示して欲しい。例えば合併が決まってからの準備期間についても、い

きなり 4 月に合併というのでは困ります。交流授業をやっていただかないと、いき

なり違う学校に行っても、子ども達は授業が全然出来ないです。交流行事をしてか

ら進めていただかないと、そして子ども達に示していただかないと、到底受け入れ

られないと思います。どうして高台小学校だったのか、どうして緑陽小学校でなか

ったのか、わたし達は説明を聞きたいのです。例えば若葉小学校の方で、職員室の

ところに玄関があると書いてあるのですが、なぜ緑陽小学校についてはそれが評価

につながらないのか。校門からスロープが高台小学校の場合には設置されていると

ありますが、緑陽小学校の階段は、子どもが通っていることはほとんどありません。

子どもの目線に立った評価というものがされていない。これが勝っていますという

ことで、子どもに説明がし辛いです。

教室の数でいえば、確かにことばの教室は行われています。でも普通の教室では

ないです。教室の数は余っているにも関わらず、こちらの部屋を使っています。で

すからその数を見ていただかないと、おかしいのではないかと思います。それに地

域交流室については、今日はお弁当を食べたとか、いろいろなことを教えてもらっ

たとか、これは評価の部分でプラスに働いてもいいのではないか。それに高台小学

校より緑陽小学校の方が人数が多いですよね。住民の理解が前提にあるのは分かる

のですが、どれくらいのスケジュールでやるのか、その辺もお願いします。
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あと通学時の子どもの安全についてですが、いまはパトロールをしていますが、

通学距離が増えた場合どう考えているのか。

事務局 通学路については、基本的に学校の方で決めてくるというかたちになります。こ

の子について、どこを通るという押え方はしていないはずです。大まかな部分を定

めてそこを通る。今回については高台小学校へ行く場合、距離的に長くなる部分に

ついて測ってみた前提でのお話です。いまの通学方法で通学路を通り、高台小学校

や緑陽小学校のところから行くという方法もあります。山越えという話もありまし

たので、振り替えた場合どの程度の距離になるかということで、測定をしたもので

あります。

今後の進め方については、先ほどお話しましたような基本的な考えを持っており、

新たな適正配置については、統合をした後に新たな学校をつくるという考えに立っ

ていますし、通学区域審議会からもそう受けております。校歌・校名・校章から協

議をしていくことになるかと思いますが、どういうような教育をやっていくかとい

うことも含めて、検討していくことになります。その中で子ども達のストレスを解

消していくために、どういった交流をしていくかも検討していただき、十分な時間

を取ってやっていきたいと考えております。その期間がいつかということだと思い

ますが、まずは理解を得た上でないと、スケジュール的に明確なお答えは出来ませ

ん。

地域交流室につきましては地域に開放していますので、基本的に教育委員会とし

ても変えないという考えでおります。

パトロールにつきましては、子どもさんの安全は誰が責任を負うのかというのは、

基本的に学校・地域・保護者が一体となってと考えております。緑陽小学校の場合

には学校側、地域の方々を含めてパトロールをされています。今後につきましても、

安全については確保をしていかなければならないと考えております。ただ現時点に

おいてどういう事業を考えているのかという、具体的なものをお答えできるような

状態にはないのですが、検討・強化はしていきたいと考えております。

事務局 広報に日時が入っていないということでありましたが、実際に広報誌に載せるに

は、全体ページの構成等で一定の時間がかかりますので、23 日に決まった時点では、

日程を入れるのは間に合いませんでした。ただ今回はできるだけ早く皆さまにお伝

えしたいということと、終業式に間に合ったものですから、文章の方は先ほどご批

判をいただきましたが、保護者の皆さまにはお知らせをしました。16 日から保護者

の皆さまや地域の説明会を予定しておりますが、次の日からということになってし

まいますが、15 日の広報に載せるのと、ホームページを通じて皆さまにお知らせす

るように考えております。
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説明会の日程につきましは、いろいろなかたちで皆さまからお話が出ております。

行事を途中で抜け出ていただいたということは、感謝をしております。次回の日程

については、いつの時間が一番良いのか、後ほど協議をさせていただきたいと思い

ます。

事務局 ことばの教室については、統合したときにはどちらかの学校につくらなければな

らないと考えております。現状のことばの教室も、特別支援学級も含めて普通学級

に転用できるものについては、普通教室をことばの教室にしたというかたちで捉え、

カウントをしています。

地域交流室につきましては、地域に根ざしてきているかたちのものですから、今

回は外しております。

住 民 適正規模に対する反対といえば、それはそうなのかもしれませんが、うちの子ど

もがいるのは 26 名ですが、高台小学校か緑陽小学校かという話が出たときに、この

ままでいいのではないかと思ったのです。アンケート等をやって、数字ではっきり

としていただきたい。

事務局 今日は 1 回目の説明会ということで、いまは 4 校あるうちの 3 校目です。他にも

地域の説明会や、就学前の子どもさんを持つ保護者の皆さまへの説明会を 8 月の後

半まで予定を組み説明させていただいております。アンケートではなく、直接お話

をさせていただきたいと思います。

相談員 子どもの集団の大きさと、教育という面でお話させていただきますが、今はご存

知のように少子化で、家族の中で兄弟が少ない。また地域に行っても、子ども会な

ども子どもの数が少ない。集団活動をする経験というものが、学校しかないと言っ

ても過言ではないくらいに、どの地域でも集団活動が弱くなっています。わたしは 6

人兄弟の下から 2 番目ですから、兄弟に育てられた経験もありますが、いまは学校

の中で、集団活動の質を高めていくことが求められています。何が求められている

かといいますと、集団活動の視点で小学校を考えてみますと、小学校低学年は教師

や親に依存が高く、ときにはべったりとしており、学校でも親御さんも少しずつ自

立感を持たせるようにしています。中学年になりますと、発達段階として学習意欲

の高まりと、集団で何かをやろうとする意欲が高まってきます。それは小学校 3～4

年生で、皆で集まって集団をつくりたがったり、集団で活動するようになってきま

す。集団の関わりの中で、子どもが社会性を育む節目といわれており、人と人との

付き合い方や自分と集団との関わりとか、集団の中でどういう役割をといった社会

性の節目です。社会性というのは、テストの 50 点、100 点といった点数ではかれる
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ものではありません。また教えて育つものではないのです。子どもは集団活動の中

で、自ら学び取っていくのが社会性です。人と人とのつながりや、集団との付き合

い方は、ある程度大きな視野で、ときにはクラス編成があって、新たな集団の中で

自分はどうしていこうかということを考えていく。そして自分で学び取っていくの

が社会性だと思っています。そういうことを考えますと、学校の中で 1 クラスの人

数やクラス替えがあるということは、人間の基礎部分を育てる段階ですから、非常

に大切なことだと押えております。

いま大人の中で、集団と関わりきれない若者がいたり、いろいろと弊害が出てき

ています。学校教育の中で個に少し力が入りすぎて、集団というものを軽んじてき

たのではないか。もう少し個と集団を調和させ、個が成長する中で集団も育つし、

集団が育つ中で個も育つということで、見直されてきている段階にあります。そう

いう中では小学校の学級人数は、10 人よりは 20 人。20 人よりは 30 人の方が良いだ

ろう。それが 39～40 人になったら少し多いかと思いますが、できればクラス替えが

あった方がいいと思います。そして 2 年に 1 回新たな集団、異なる集団を経験して、

自分がどうやって集団の中に入っていくかとか、人と人とのつながりを勉強して欲

しいと考えています。平成 24 年くらいになりますと、児童がかなり減少してきます。

社会性を育てる意味では、ある程度の大きさということで、統合を考えています。

それでは 4 校を 1 校にして、クラス替えをしたらいいのではないかといいますが、

通学距離の問題もありますが、わたしはそれよりも、4 校が集まったときの子どもの

精神的負担を考えますと、かなり難しいだろうと思います。そういうことでは 2 校

統合によって、精神的負担を少しでも軽減してあげることと、統合までには子ども

達の気持ちを考えて、どういう交流が良いのかを検討しながら、1 年間交流をしなが

らスムーズに統合していけるように考えています。

事務局 21 時 7 分を回りましたが、発言したい方はおられますか。まずは発言されていな

い方を優先に、発言をお願いしたいと思います。

住 民 意見ということで言わせて貰いますと、統合には反対です。統合については緑陽

小学校と高台小学校の統合というのは、審議会の答申があってですが、高台小学校

の校舎を使うのが望ましいと決めたのは、教育委員会会議ですよね。審議会という

のは有識者とかで決められるものでしょうけれど、教育委員会会議というのは、役

所の方のみのものですよね。

事務局 教育委員会というのは法律に基づく組織でして、5 人の委員さんがいます。わたし

達は教育委員会の事務局の職員ですが、教育委員会というのは法律に基づいて、5 人

で組織をされている組織です。その中で審議をされ、基本方針が立てられました。
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住 民 その 5 人の方で進められたということですか。

事務局 基本的には適正規模と配置について、審議会に諮問をしました。そこで教育委員

会に対する答申がありました。その答申内容について、その 5 人の教育委員が組織

する合議制の委員会で、基本方針が定められました。規模と配置の答申を受けまし

たが、それは 2 校を 1 校にという方向付けでしたから、それを教育委員会会議の中

で、具体的にどちらの校舎を使うのかということを検討するために、3 月末に基本方

針を定めました。我々の方にも、資料の提出を教育委員会会議の中で求められまし

た。校舎の関係や子ども達の安全関係、周辺環境の関係、その他も含めますと大き

な 4 つの柱があり、それぞれ校舎や敷地形状や学校がどの位置にあるのか等、いろ

いろな要素で検討すべきという基本方針が立てられました。私ども教育委員会事務

局が資料を提供し、その方針や資料に基づく審議・検討・議論がトータルで 7 回あ

りました。2 回は委員さんが勉強する、検討するということを含めて、実際に通学路

となっているところで、遠くになるだろうところから歩いたり、校舎の状況を見て

もらったりもしました。委員さんが現地を含めて検討した結果、若葉小学校と高台

小学校の方向付けがされたということです。資料的なものは教育委員会でつくりま

すが、7 回の審議の経過や、最終的に議論をされて各委員さんからの意見が出されま

した。教育委員会事務局がその方向で議案の整理はしております。内容については

会議録としてありますので、それを見ていただければお分かりいただけるかと思い

ます。会議録は公開しておりますので、ぜひご覧いただきたいと思います。

住 民 決定なのですか。

事務局 この件については他の会場でもお話があったのですが、8 月 1 日にいまの検討経過

を含めて、基本的な方向付けを見ていただくために載せております。教育委員会会

議の中でも、若葉小学校と高台小学校で決定しているわけではないのです。こうい

う方向が望ましいという方向付けはされました。ただし保護者・地域の方々の理解

を得ながら、最終的に決定したいという内容になっていますので、いま我々も説明

会に来ている状況です。最初に説明させてもらえばよかったのでしょうが、一部の

方については北海道新聞の記事を見て、決定したのかという問いかけをされた場面

もありました。少なくとも私どもは、市が発行をしております広報誌に私どもの考

えを載せていますので、この方針を見ていただきたいと思います。審議会の考え方、

教育委員会会議での方向付けた考え方を重く受け止め、これを理解していただくた

めにこの会場に来ております。
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住 民 住民の理解を得られないとなったときには、白紙に戻る可能性はあるのか。

事務局 現時点で地域の説明会をさせていいただいております。少なくとも審議会の答申

や教育委員会の方向付けは重く受け止め、その方向で皆さんにご理解をいただくた

めに臨んでいます。今日は 1 回目の説明会ですが、これで終わりということではあ

りません。先ほどからいろいろ話も出ておりますし、この後も日程の調整をさせて

いただきまして、次回に疑問点等があれば、3 回目の説明会も実施していきたいと思

います。

住 民 審議会でいろいろ意見交換がされているかもしれませんが、緑陽小学校の方が入

っていない。それに日程的なものや、校舎の跡地は何に使うのか提示して欲しい。

事務局 審議会に緑陽小学校の地域の方が入っていないということですが、審議会の委員

さんは条例に基づくもので、校長会の代表や教頭会の代表、そしてＰＴＡの代表、

学識経験者ということで、条例の中で定められております。校長会は校長会の方に

お願いして代表を出してもらっていますし、それは教頭会も同じことです。ＰＴＡ

の代表というのも、私どもがどなたかを選ぶということではなくて、市ＰＴＡ連合

会にお願いしまして、代表を出していただいております。私どもの出したい人とい

うような出し方は出来ませんし、そういうこともあって、逆に公平に客観的に審議

をされます。入っていない学校・入っている学校はありますが、公平に客観的に審

議をされて、最終的な判断は教育委員会に委ねるという方向が出されたと思ってい

ます。必要なデータについては出しておりますが、審議の内容について、私どもが

こういうことをやって欲しいということは一切ありません。

日程につきましては、まず教育的環境整備ということで、保護者の皆さま方にご

理解をいただかなければ、スケジュールや何に使うかということについては、お答

えできる状況にありません。教育的観点でお話をさせていただいておりますので、

この辺の話が進まなければ、次のステップには行かないと考えております。何回か

の説明会の後に、もし日程を出せるような状況があれば、そのときには具体的な話

をさせていただきたいと思います。

住 民 中間答申を経て説明会で保護者の理解が得られたから、あとはどの小学校を統合

させていくかという話なんですということを聞いてきました。いまの皆さんのお話

を聞きますと、とても中間答申のときに、住民の理解を得られたという状況にない

のではないかと思います。中間答申のときにきちんとした説明会をやっていない。

どことどこの学校が統合するという前に、適正配置をするのかしないのかというこ

とが、議論不足だと思います。教育委員会の方で適正配置に対する保護者の理解を
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得られたと、なぜ審議会にかけたのか疑問です。それに新聞に高台小学校にすると

いう文字が出ています。いくら教育委員会が決まっていないといっても、それぞれ

の学校が決まったのだと思いますよね。例えば高台小学校で説明会をしましても、

良いとする保護者の方はたくさんいると思います。緑陽小学校がなくなるという前

提の説明会はまずいと思いますし、アンケートや賛成意見になりますと、高台小学

校が残るとなったら、もちろん高台小学校の皆さんは賛成をされると思います。緑

陽小学校の父兄の中だけのことで考えて欲しいと思います。この際高台小学校が賛

成か反対かということは、考えて欲しくない。緑陽小学校の子ども達と、保護者の

気持ちがどうなのか考えて欲しいと思います。中間答申の説明会も資料も全然外に

出ていませんし、ホームページに出してあるといっても、どこの小学校で誰がこう

いったとか、賛成がどうとかではなく、緑陽小学校で出てきた意見は緑陽小学校の

意見として、表に出すようにしていただきたい。教育委員会の説明不足が心配され

ますので、きちんと説明して欲しいと思います。なくなるかもしれない、心配して

いる小学校の保護者を中心に考えていただきたい。

事務局 広葉小学校と若葉小学校の説明会がありましたが、決定ではありませんという説

明をしましたし、明日高台小学校の説明会でも、同じスタンスで説明会をいたしま

す。

住 民 意見と確認なのですが、今まで何回か説明会を開いたということで、他の学校は

知りませんが、かなり反対をしていると思います。統廃合の話が出て 2 年くらい経

ちましたが、ここまできたから引き下がれないとかではなく、止める勇気を持って

いただきたい。世の中的には少子化で統廃合はあると思いますが、北広島市は北広

島市の独自の考えで、ぜひともいまの姿でいって欲しい。各小学校の校長先生・教

頭先生や先生方は頑張っています。とくに緑陽小学校では、こういう人数でもいろ

いろなことを試みながら、子ども達を育てていただいています。ここまで来たから

やらざるを得ないのだということではなく、地域の子ども達・保護者の意見に耳を

傾けていただけるならば、止める勇気を持っていただきたい。

あと理解は分かりますが、もし全部説明会が終わって反対ということになったら、

中止になると理解してよろしいでしょうか。

事務局 白紙にというお話でしたが、いまは説明会が始まったところです。1 回ではなく何

回も行っていくつもりであります。先ほどアンケートの話も出ていますが、直接お

会いして、お話しをしながら答えさせていただくということでやっておりますので、

現時点ではお答えできる状態ではないかと思います。

止める勇気をというお話でありましたが、これはいまの時点で、教育長や教育委
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員会職員がお答えする状況ではないと思いますので、ご理解をいただきたいと思い

ます。

教育長 使用する方向付けをしている若葉小学校でも、いろいろな意見が出ております。

皆さま方にご理解いただけない内容なのか、あるいは我々がこういったかたちで説

明をすれば理解が出来るのか。さらに新しい学校をつくっていく上で、教育環境改

善によって皆さま方の不安や心配の解決ができるのか。そのようなことも含めなが

ら、いろいろな段階で課題を整理してお話をし、またご意見をいただきたいと思っ

ています。緑陽小学校の視点で考えれば、当然教育委員会は統合しない方向にいく

でしょうということではなく、それぞれの地域の皆さまの地域の学校でもあるし、

この土地の学校でもあるし、いろいろな方の意見を整理しながら、また皆さんとお

話をしたいと考えています。

事務局 今日の説明会はこれまでにさせていただきたいと思います。これからまだまだ説

明会が続きます。いろいろな意見があると思いますし、地域の方や就学前のお子さ

んを持つ保護者の方もおられますので、皆さんの意見を聞きながら、また次回に向

けて説明会をさせていただきたいと思います。説明会にあたっては、先ほど今日の

日程・時間の組み方がどうかという意見もありました。これから地域の説明会等を

含めて 8 月末まで行いますのと、会議録の整理や、9 月には議会があります。次回の

説明会はどういうふうに開催するのか、意見や案がありましたら、大いに検討させ

ていただきます。1 つの意見として、土日がどうかというお話がありましたし、時間

についても平日ならば、この 19 時が良かったのかどうかという話もあります。ぜひ

忌憚のない意見を出していただき、集まっていただける最大限の努力をしたいと思

います。いかがでしょうか。

住 民 平日だとお父さんの参加は難しいから、土日の開催も 1 回はして欲しい。それと

は別に、お母さん方を重点的にということであれば、平日の昼間にということだと

思います。

事務局 いま土日と平日の昼間という意見がありました。他はいかがでしょうか。

住 民 一番下の子が幼稚園に行っているのですが、下にまた赤ちゃんを抱えている人が

多いのです。まず託児をつけていただきたいのと、小さいお子さんのお母さんは、

学校に行ったことがないので、実際に小学校の規模がどうですと言われても分から

ないと思うのです。規模が小さいからだめなんだということを思ってしまうと思う

のです。より丁寧に説明しなければならないという点でも、平日の日中の保育時間
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内にはいかがでしょうか。

住 民 この学校では、9 月 1 日に全校のＰＴＡ親子レクがあります。その後にはどうか。

学 校 9 月 1 日は全校参観日で、2 時間目が参観で、その後は全校親子レクがあります。

午前中一杯かかります。

事務局 仮に午後からになりますと、大丈夫ですか。

学 校 各自で何らかの食事を摂ってもらって、参加というかたちになると思います。お

母さん方の意見で希望があれば、かまわないと思います。

事務局 他のお母さん方はどうでしょうか。いまのお話ですと、お弁当持参か一度家に帰

っていただいて 13 時半とか 14 時くらいということになります。私どもの方でも、

戻って日程を確認してみないと、その直前から議会が始まるものですから、はっき

りとしたことは言えません。お母さん方はこの日程で良いということでしょうか。

住 民 その日は午前中から参観日で、かなりスケジュール的には厳しいと思うのですが。

事務局 こういうお話もありましたが、時間も遅くなっていますし、私どもの方でも検討

をしてみます。日程は学校行事や私どもの予定、皆さま方の予定もあると思います

ので、後日調整し決定するということで、調整させてください。8 月末まで 1 回目の

説明会があるものですから、もう少し後に 2 回目の説明会を開催させていただきた

いという希望もあります。そういうことでよろしいですか。それでは大変遅くまで、

お疲れのところありがとうございます。今日の説明会はこれで終わらせていただき

ます。

（注）発言を要約したものであり､発言すべてを記述したものではありません。


